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イま し が き

阪南市は北に大阪湾を隔てて淡路島を望み、南は和泉山脈を越えて和歌山県にいたる大

阪府下でも自然豊かな立地に所在しています。

高度成長期に始まった開発の波が自然破壊と共に、多くの遺跡を破壊していく中で、本

市教育委員会では昭和60年度より国庫補助を受けて発掘調査を続けてまいりました。その

結果、これまでに貴重な資料を得ることができ、地道な作業の積み重ねで、地域に新しい

歴史の発見がありました。

本書は平成22年度の国庫補助事業として実施した発掘調査概要報告書です。今後、多方

面において、ご活用いただけるよう願つております。

最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご協力いただきました土地所有者並びに関係

者各位に封しまして、厚くお礼申し上げます。

平成23年3月 31日

阪南市教育委員会

第 1図 阪南市位置図



例 口

1.本書は、阪南市教育委員会が阪南市内において実施 した、阪南市埋蔵文化財

発掘調査概要報告書である。

2.調査は、平成22年度に国庫補助事業として計画実施 した。

3。 現地における調査は、阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進室田中早苗、

上野 仁、山千代明日香 (嘱託)を担当とし、平成22年 1月 から12月 にかけて行
った。

4.本書内で示 した標高はTo P。 (東京湾平均海面)を基準としている。
5。 発掘調査にあたっては土地所有者等、関係者各位の理解 と協力を得た。ここ

に記 して感謝の意を表 したい。

6。 本書における記録は実測図、写真、カラースライ ド等で保存 し、当委員会に

て保管しているので、広く活用されたい。

7,本書の執筆、編集は上記の調査担当者が行つた。

8.発掘調査および整理作業に以下の方々の参加を得た。

根無吉隆、南 竹千代、杉田正千代、黒)|1 喬、和田旬世、井上祥子、

井上 進、島田万帆
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第 1章 調査の成果

第 1節 内畑遺跡

内畑遺跡は平成元 (1989)年度の民間の開発工事に先立つ試掘調査の89-1区によつて発見

された。その調査では遺物包含層からサヌカイト、須恵器、土師質土器、陶器、磁器等が

出土した。その後行った94-1区の調査では、溝や土坑等が検出されると共に、多量の近世

瓦、製糖に用いられた土師質瓦漏をはじめ、膨大な量の陶磁器が出土し、播鉢や抱烙等の

日常生活雑器も多く含まれていた。遺跡の中央部には尾崎を起ッ点に和歌山へ抜ける井関越

街道が縦断していることから、当遺跡が江戸時代に下出村の中心地であつたことが伺える。

09-1区 (第 3～ 6図 )

調査区は内畑遺跡の中央部に位置し、先述の94-1区に近接している。

調査は調査区の南部に3.Om× 1.5mの 1ト レンチ、北部に2.Om× 1.4mの 2ト レンチを設

定し実施した。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第3層黒色粘土と地山土が混じる暗灰茶色砂質土、

第4層明黄橙色粘上の地山である。地山は盛土上面から0.60mの深さで検出した。

遺物は第3層から土師質土器、白磁、近世瓦が出土した。

遺構は各 トレンチの地山面で土坑を検出した。

1ト レンチで検出した土坑1は、東西1.231n以上、南北1.45m以上、深さ0。 45mを測る。

埋土は暗茶黒色土で、遺物は出土しなかった。

と�
0             10m

―
第 3図 内畑遺跡調査区位置図
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第 4図  内畑遺跡09-1区 トレンチ位置図



1ト レンチ
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＋
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第 6国 内畑遺跡09-1区
出土遺物

2ト レンチで検出した

土坑2は東西 1.12m以 上、

南北 1.58m以 上、深 さ

0.60mを測る。埋土は上

層が暗茶黒色土、下層が

明茶黒色土である。遺物

は上層の暗茶黒色土から

土師器、土師質土器が出

土 した。 1は土師器の甑

である。

2ト レンチ

0              1m

第 5図

1盛土
2耕作土
3暗灰茶色砂質土
(黒色粘土・地山土混)
4地山 :明黄橙色粘土
5上坑 :暗茶黒色土
6土坑 :明茶黒色土

・断面図

土坑 2

⌒

内畑遺跡09-1区 トレンチ平面図
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第 2節 下出北遺跡

下出北遺跡は、阪南市の東端を流れる男

里川の左岸に位置 し、平成7(1995)年度に

行つた民間の開発工事に伴 う試掘調査の95

1区で発見された遺跡である。その調査で

は、弥生時代の土坑や弥生土器、須恵器、

土師器を含む南北方向の流路等が検出され

ている。

09-1区 (第 7～ 9図 )

調査区は下出北遺跡の南部に位置 し、男

里川から西約300mに位置する。過去に調

査を行った03-1区、062区、081区に隣接

している。062区では中世期の土坑や古代

末期から近世期の遺物を含む落ち込み等が

検出され、遺構は伴わないものの遺物包含

層から縄文時代後期前葉から晩期中葉の土

器が出土しているッ点が特筆される。

調査は調査区の東端部に3.00m× 1.35m

の トレンチを設定して行つた。

基本層序は、第 1層盛土、第2層耕作土、

第3層淡黄灰色土、第4層明茶色土、第5層

暗茶色礫混土の地山である。地山は盛土上

面から1,15mの深さで検出した。

遺物は第3層 から土師器、黒色土器、土

師質土器、第4層 から土師器、須恵器、土

師質土器が出土したが、これらの遺物や、

当調査区の東側に隣接する08-1区の調査状

況を踏まえると、第3層は近世期、第4層は

中世期の包含層であると考える。

遺構は検出されなかった。

第フ図 下出北遺跡調査区位置図

12 00m
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耕作土

淡黄灰色土

電奮骨蓬茶色礫混土            m
第 9図 下出北遺跡09-1区 トレンチ北側断面図

第 3図 下出北遺跡09-1区 トレンチ位置図
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¬O-1区 (第 7・ 10・ 11図 )

調査区は下出北遺跡の中央部で、

先述の09-1区の約100m北に位置す

る。

調査は調査区の北都に3.2m×

1.3mの トレンチを設定し実施 した。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕

作土、第3層茶褐色土混じりの淡灰

色砂質土、第4層淡茶黄色土、第 5

層黄茶色土の地山である。盛土か

らの油性物質の染み込みのため、

第2層 から第4層 の間で部分的な変

色が見 られた。地山は盛土上面か

ら1.70mの深さで検出した。

遺物は第2層から土師質土器、陶

器、磁器、第4層から瓦器、土師質

土器が出上した。第2層の時代は近

世期、第4層の時代は中世期 と思わ

れる。

遺構は地山面で トレンチ中央部

から北に下がる深 さ0。 20mの落ち

込みを検出した。埋土は暗茶黒色

上で、遺物は土師質土器が出土 し

たが、小片のため図化できなかつ

た。時代は中世期と思われる。

第10図 下出北遺跡10-1区 トレンチ位置図

/蜘

5/

ヒ二十
盛土

耕作土
淡灰色砂質土 (茶褐色土励
淡茶黄色土

地山 :黄茶色土

落ち込み :暗茶黒色土

第11図 下出北遺跡10-1区 トレンチ平面図・断面図
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第 3節 神光寺 (蓮池)遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡は市内で古くから知ら

れている複合遺跡である。遺跡内に所在す

る市内最大の灌漑用溜池である蓮池の池底

からは、縄文時代草創期のサヌカイ ト製有

茎尖頭器をはじめ、各時代の遺物が採取さ

れている。また、既往の調査において、弥

生時代中期の方形周溝墓が検出され、波太

神社の神宮寺であった神光寺の瓦等が出土

していることが特徴的である。
正三二担0×脂＼万準
第12図 神光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図

第13図 神光寺 (蓮池)遺跡10-1区 トレンチ位置図
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10-1区 (第 12～ 15図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に位置する。

調査は調査区内に10ヶ所の トレンチを設定し、全体で50。 39ポの調査を行った。

基本層序は、第 1層耕作土、第2層褐黄灰色土、第3層茶灰黄色砂質土、第4層マンガン混

じりの茶灰色土、第5層暗灰紫色礫混土、第6層暗灰紫色礫混粘質土である。地山は茶黄灰

色礫混粘土であるが、7ト レンチは礫を含まず、 1・ 3～6ト レンチではさらにマンガンが混

じつている。

9ト レンチでは第2層、6～ 10ト レンチでは第3層、7～ 10ト レンチでは第4層、1～ 3・ 10ト

レンチでは第 5・ 6層が存在 しない。

遺物は第2層から須恵器、黒色土器、土師質土器、瓦器、陶器、磁器、中世瓦、第3層か

ら弥生土器、須恵器、土師質土器、瓦器、瓦質土器、青磁、スサ入 り焼土児、第4層から

須恵器、土師器、黒色土器、土師質土器、瓦器、中世瓦、第5層から土師質土器が出土し

た。また、6ト レンチの明茶灰色土から須恵器、土師質土器、瓦器、中世瓦、10ト レンチ

の茶灰黄色土から土師質土器が出土した。第2層は近世期、第3層、第4層、明茶灰色土は

中世期の包含層と思われる。 1は青磁合子の蓋、2～4は土師質土器皿で3・ 4はいわゆる白

土器である。5は瓦器皿、6は瓦器椀である。 1は第3層、2～5は第4層、6は明茶灰色土か

ら出土 した。

遺構は2ト レンチの地山面で溝を 1条、7ト レンチの地山面で土坑を2基検出した。

溝 1は長さ3.40m以上、幅0.65m、 深 さ0,05mを測る。埋土は第4層で、瓦器が出土し

たが小片のため図化できなかった。中世期の溝である。

土坑 1は東西1.25m以上、南北1.00m以上、深さ0.05m、 土坑 2は東西1.00m以上、南

北1.00m、 深 さ0.06mを測 り、埋土はいずれも第5層である。遺物は出土しなかったが、

埋土から中世期の遺構 と考えられる。

10-2区 (第 12・ 16。 17図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に位置する。

調査は調査区内に2.5m× 1.3mの トレンチを設定し行った。

Ю
ピ I量 L至 乳 1    

｀
＼ く と =劃 ≡

≡ ≡ ジ 化

0                            1 0cm

第15図 神光寺 (蓮池)遺跡10-1区 出土遺物
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基本層序は、第1層盛土、第2層明茶灰色粘質土、第3層淡褐黄色粘質土、第4層暗茶黒色

粘質上の地山である。地山は盛土上面から1.10mの深さで検出した。遺物は出土しなかつ

たが、隣接する0710区の調査から第2層は中世期であることがわかる。また同調査では北

方向へ下がる落ち込みを確認しており、その埋土と第3層が同じことから、第3層 も落ち込

みの埋土と思われる。

遺物は盛土から中世瓦が1点出土したのみである。

31 00m

刊
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2_ヒ
三三三三重直

=ゴ盛土     
~`    4

震藉餐色雑憂圭
地山 :暗茶黒色粘質土 ?

第17図 神光寺 (連池)遺跡10-2区
トレンチ北側断面図

第16図 神光寺 (蓮池)遣跡10-2区 トレンチ位置図
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第 4節 向出遺跡

向出遺跡は、本市の東部を流れる男里川

の支流である山中川 と蒐砥)||に挟まれた河

岸段丘とその氾濫原に位置する。昭和62(1

987)年度に阪南町教育委員会が行つた埋蔵

文化財分布調査によつて発見された。遺跡

は東西約300m、 南北約500mと 比較的大き

く、遺跡の北部では調査件数が少ないため

詳細は不明であるが、中央部で行つた00-2

区と061区の調査では古墳時代中期の竪穴住居が各 1棟確認 された。南部では、平成9

(1997)年 に (財)大阪府文化財調査研究センターが行つた国道26号線 (第二阪和国道)延長に

先立つ事前調査で、縄文時代後期から晩期の西 日本最大級の土坑墓群が検出されている。

また、遺跡の南都からは中世瓦が出土しているものの、寺院等に関連する遺構は現在のと

ころ検出されていない。

10-1区 (第 18～ 20図 )

調査区は向出遺跡の中央部に位置する。先述 した古墳時代中期の竪穴住居が検出された

00-2区や06-1区から約90m東に位置する。

調査は調査区の北

部に3.2m× 1.7mの

トレンチを設定し実

施した。

基本層序は第1層盛

土、第2層風化礫混じ

りの濃茶色礫混土、

第3層茶色礫混土、第

4層黄茶色藤混上の地

山である。地山は盛

土上面から1.00mの

深さで検出した。

遺物は出土しなか

った。 第19図 向出遺跡10-1区  トレンチ位置図

-9-

第18図 向出遺跡調査区位置図



遺構は確認できなかったが、当調査

での第2・ 3層は、隣接する既往の調査

である88-1区 と08-3区で検出された中

世期の溝の埋土と同じ堆積であるため、

今回の トレンチはその溝の中に位置す

ると考えられる。
第20図  向出遺跡10-1区 トレンチ北側断面図

刊盛土

/
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第 5節 高田南遺跡

高田南遺跡は、阪南町教育委員会が昭和

63(1988)年度に行つた埋蔵文化財分布調査

で、古墳時代から近世期の遺物を採取し、

遺跡の存在が知られた。遺跡の西側は男里

川の支流である山中川が形成する河岸段丘

に面し、東側は標高54.5mの高田山丘陵を

隔てて泉南市にいたる。高田山丘陵には5

基の古墳が存在 したといわれているが、詳

細な調査もされないまま削り取られて宅地化された。今回報告する調査区を含む民間の宅

地開発に先立って行われた07-1区の調査では、幅約21mの南北方向の中世期流路を確認 し

ている。

09-4区 (第21～24図 )

調査区は高田南遺跡の北部に位置 し、先述 した071区の約20m南に所在する。

調査は調査区内に7ヶ所の トレンチを設定し、全体で38.90だの調査を実施 した。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第

3層床土、第4層淡青茶灰色土、第5層マン

ガン混 じりの淡黄灰色土、第6層黄褐色砂

混粘土の地山である。地山は盛土上面から

1.80mの深さで検出した。

遺物は第4層 と第5層のそれぞれから土師

8

7ト レユ

6ト レユ

4ト レユ
2ト レ

―
――
汁
＋
―

1盛上
2耕作土

5淡責灰色上(マンガン混)
6地山:責褐色砂混粘土
7流路!淡茶青灰色小礫混砂

写褒書茶灰色上 :環稔:浩雹雇詈呈脇
第23図 高田南遺跡09-4区 6ト レンチ北側断面図

1-

第21図 高田南遺跡調査区位置図

雫」身□

3トレンチ 1ト レi

第22図 高田南遺跡09-4・ 10-1・ 10-2区 トレンチ位置図
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器、瓦器、土師質土器が出土した。 1は瓦器椀の底部で、6ト レンチ

の第4層から出土した。

調査区東部の1ト レンチでは第5層以下に淡灰緑色土を検出し、調
第24図
冨里彊扇
跡09-4区

査区西部の6ト レンチでは第5層以下に淡茶青灰色小操混砂、淡黄青灰色砂混粘質土、灰色

砂混じりの褐色粘質土を確認 した。これらの層は07-10区を含む周辺の既往調査で検出し

た中世期流路の堆積であると思われる。今回の調査では淡灰緑色土から瓦質土器が出土し

ている。

1ト レンチと6ト レンチの間に位置する2～ 5・ 7ト レンチでは第5層以下に流路の埋土と思

われる堆積は確認 されなかつた。当調査区の北側に隣接する既往の調査区である09-2区に

おいても調査区中央部の トレンチでは流路の埋土が検出されず、この部分が流路の中洲状

になっていた可能性が考えられてお り、今回の調査においても同じ状況を確認 した。

10-1区 (第21・ 22。 25図 )
調査区は高田南遺跡の北部に位置し、先

述の07-1区の北側に隣接し、09-4区の北約

30mに近接する。

調査は調査区の南部に2.5m× 1.5mの 卜 と
レンチを設定し実施した。         ニ

5

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第  第25図 高田南遺跡10-1区 トレンチ東側断面図
3層床土、第4層マンガン混じりの淡黄灰色

土、第5層黄褐色礫混粘土の地山である。地山は盛土上面から1,40mの深さで検出した。

遺物は第4層から瓦器が1点出土したが、小片のために図化できなかった。

遺構は検出されなかった。

10-2区 (第21・ 22・ 26・ 27図 )
調査区は高田南遺跡の北部に位置し、07-1区、09-2区、09-4区に囲まれている。

第27図  高田南遺跡10-2区  出土遺物

盛土
耕作土
床土
淡黄灰色土(マンガン混) o        lm
地山:黄褐色礫混粘土

/
10cm

-12-



調査は調査区内に9ヶ所の トレンチ

を設定し、全体で54。 24Nの調査を実

施した。

基本層序は第 1層盛上、第2層耕作土、

第3層床土、第4層淡青茶灰色土、第 5

層マンガン混 じりの淡黄灰色土、第6

層黄褐色砂混粘土の地山である。

遺物は第4層 から弥生土器、瓦器、

土師質土器、白磁、第5層から弥生土

器、須恵器、黒色土器、瓦器、土師質

土器が出土した。第4・ 5層は中世期の

包含層である。1は土師質土器の小皿

で第4層、2は土師質土器の皿、3は瓦

器椀で第5層から出土した。

1ト レンチでは第5層 と地山の間で淡

灰緑色土と暗茶褐色粘質土、3～ 9ト レ

ンチでは淡灰緑色土の堆積を確認 した。

第5層以下は既往調査で中世期流路の

堆積であることが判明しているが、当

調査区の南端部で東西方向に設定した

2ト レンチでは検出しなかつた。南側

に隣接 した09-4区の調査では流路が確

認されてお り、東側に隣接 した09-2区

では中渉H状微高地の存在が推察されて

いることから、2ト レンチについても

微高地の可能性がある。淡灰緑色土か

ら縄文土器、弥生土器、瓦器、土師質

土器、中世瓦が出土した。4～7は弥生

土器で、4は壺の底部、5～7は甕で、5

・6は 口縁部、7は底部である。

流路の堆積以外に3ト レンチの地山

面でピント1基を検出した。直径0,40m、

しなかつた。
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第26図 高田南遺跡10-2区  3ト レンチ平面図・断面図

深さ0.30m、 埋土は淡灰緑色土で、遺物は出土
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第 6節  自然田遺跡

自然田遺跡は、昭和61(1986)年度、民

間の宅地造成工事に伴 う事前調査で発見

された遺跡で、男里川の支流である菟砥

川の右岸に位置する。この調査では遺構

は検出しなかったが、遺物包含層からサ

ヌカイ ト製のナイフ形石器や中世期の遺

物が出土した。

遺跡内では、現在までに30件を超

える調査が行われている。遺跡北部

の調査では、中世期から近世期の遺

物が若千出土しているものの、遺構

の検出にはいたつていない。南都の

99-1区、051区の調査では、弥生時

代後期や古墳時代中期の竪穴住居を

検出している。当遺跡の南側丘陵に

は、古墳時代終末期に造営された玉

田山古墳群が所在 し、被葬者の居住

地が丘陵周辺に位置すると想定する

が、自然田遺跡では、同時期の集落

跡は未だ検出されていない。

09-2区 (第 28～ 30図 )

調査区は自然田遺跡の

西部に位置する。

調査は調査区の北東

部に2.Om× 3.9mの 1ト

レンチを、北西部に1.0

m× 1.Omの 2ト レンチ

を設定して行つた。

耕作土
床土
淡黄灰色砂賃上
地山:黄灰茶色土

第30図

＼                                 
。                                    34 00m

自然田遺跡09-2区  1ト レンチ北側断面図

基本層序は第1層耕作土、第2層床土、第3層淡黄灰色砂質土、第4層黄灰茶色土の地山であ

る。地山は盛土上面から1ト レンチでは0.58m、 2ト レンチでは0.49mの深さで検出した。

１

２

３

４

2ト レンテ
1ト レンチ
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遺物は第3層 か ら磁器が出土 したが、図

化できなかつた。出土遺物から第3層 は近

世期以降の堆積であると考える。

いずれの トレンチからも遺構は検出され

なかった。

10-1区 (第 28・ 31032図 )

調査区は自然田遺跡の南部に位置 し、先

述の09-2区の北東約 100mに位置する。隣

接する既往の調査である051区では、古墳

時代中期の竪穴住居が 1棟検出されている。

調査は調査区の南部に2,8m× 1.5mの ト

レンチを設定し実施 した。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作上、第

3層淡灰明茶色土、第4層淡灰茶色土、第 5

層灰茶色土、第6層明黄茶色粘質上の地山

である。地山は盛土上面か ら0。 98mの深 さ __｀
＼

で検出した。
3

遺物は第4層から瓦器、土師質土器、瓦 全4ビ VIい /1V‐ ′口 ′V ツ
ー
WWヽ  

一 …
ネ
ー
WWヽ  -5灰

茶 色 土   ― =

質土器 、第 5層 か ら須恵器 、土師質土器 が
6地
生
明
竃
茶色
営計

第32図  自然田追跡10-1区 トレンチ西側断面図
出土したが、近隣の調査から第4・ 5層 とも

近世期の包含層と推測される。

遺構は検出されなかった。

10-2区 (第28・ 33・ 34図 )

調査区は自然田遺跡の南部に位置する。周辺では過去に901区、011区、06-3区、08-2

区の調査を行っている。これらの調査では、中世期や近世期の遺物包含層を確認している

が、遺構は検出されていない。

調査は調査区内に4ヶ所のトレンチを設定し、全体で10。 76ピの調査を実施した。

基本層序は第1層盛土、第2層耕作土、第3層灰橙色粘土、第4層褐灰色粘土と淡灰肌色礫

混粘上の地山である。

:ヨ縦著纂色ど＼
4淡灰茶色土 ＼
5灰茶色土
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2ト レンチでは第3

層と地山の間に淡橙

色粘土混じりの灰色

粘土と淡茶灰色粘土

を確認 した。3ト レ

ンチでは第3層 もな

く、第1層の下はマ

ンガン混じりの淡褐

灰色粘土である。

いずれの トレンチ

においても遺物は出

土せず、遺構も検出

されなかった。

刊トレンチ 南側断面図

36.70m

2ト レンチ 東側断面図 36 70m

4ト レンチ 南側断面図

刊盛土
2耕作土
3灰橙色粘土
4地山:褐灰色粘土
5地山:淡灰肌色礫混粘土
6灰色粘土 (淡橋色粘土混)
淡茶灰色粘土

淡褐灰色粘土 (マ ンガン混)

７

８

3ト レンチ 南側断面図

/

―IT■イ五
第34図  自然田遺跡10-2区  トレンチ断面図

＝
州
十
１
１

第33図  自然田遺跡10-2区  トレンチ位置図

ヽ
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第 7節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、昭和63(1988)年度に阪

南町教育委員会が実施 した埋蔵文化財分

布調査によつて発見された遺跡である。

東は黒田南遺跡 と神光寺 (蓮池)遺跡、北

を鳥取遺跡、西を波有手遺跡 と西鳥取遺

跡に囲まれてお り、南は和泉山脈から派

生 した丘陵地帯である。過去の調査では、

弥生時代後期から中世期にかけての遺構、

遺物が検出されているが、遺跡の詳細は

不明である。

10-1区 (第35～37図 )

調査区は鳥取南遺跡の北部に位置する。

調査は調査区内に4ヶ所の トレンチを設

定し、全体で18.75Nの調査を行つた。

基本層序は、第 1層盛土、第2層淡灰茶

色砂質土、第3層茶黄色礫混土と茶黄色土

の地山である。第2層 と地山の間に1ト レ

ンチでは暗灰茶色風化礫混土、2ト レンチ

では暗茶黒色土、3ト レンチでは灰色礫混

砂質土と濃灰色土を確認 した。地山は1・

2・ 4ト レンチでは盛土上面か ら0,40～

0.65mの深さで検出したが、3ト レンチで

は1.64mと 深 く、灰色礫混砂質土と濃灰

色土は遺構の埋上の可能性が考えられる。

第35図  鳥取南遺跡調査区位置図

遺物は2ト レンチの第2層から土師質土器が出土した。3ト レンチの灰色狭混砂質土から

瓦質土器、陶器、磁器、近世瓦が出土したため、第2層は近世期である。暗茶灰色風化礫

混土、暗茶黒色土、濃灰色土からは遺物が出上しなかったため、時代は不明である。図

化できる遺物はなかつた。

遺構は検出されなかつた。

2ト レン玩

3ト レンチ
の
lP〒
5チ

第36図 鳥取南遺跡10-1区・10-2区  トレンチ位置図
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1ト レンチ 北側断面図 2ト レンチ 北側断面図

鳥取南遺跡10-1区

_′  1150m

4

1盛土
2淡灰茶色砂質土
3地山:茶黄色礫混土
4地山:茶黄色土
5暗灰茶色風化礫混土
6暗茶黒色土
7灰色礫混砂賀土
8濃灰色土

トレンチ断面図

＼
＼                /~

蜘

4ト レンチ 西側断面図北側断面図

ヽ 7  1

|

第37図

10-2区 (第35・ 36図 )
調査区は鳥取南遺跡の北部に位置し、先述の10-1区に隣接する。

調査は調査区の西部に3.Om× 2,Omの トレンチを設定し実施した。

基本層序は第1層盛土、第2層、茶黄色礫混土の地山であつた。地山は盛土上面から0.7m

の深さで検出した。

遺物は出土せず、遺構も検出されなかった。
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第 8節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は阪南市の北西部に位置 し、

茶屋川 とその支流である飯ノ峯川が形成す

る扇状地に拡がる。平成5(1993)年に (財 )

大阪府文化財調査研究センターが遺跡南部

で行った調査により、奈良時代に掘立柱建

物群が築造され、室町時代には大規模な土

地改変で耕作地化されたことがわかってい

る。北部の調査では海岸線に近い場所から

袈羅移折
;|

第39図  箱作今池遺跡10-1区  トレンチ位置図

＝

――

斗

ヰ

ー

中世期の蛸壺をはじめとする漁具が出 刊トレンチ 北側断面図
土してお り、漁労集落の存在が想定さ

れているものの小規模な調査が多く、

詳細は不明である。

10-1区 (第38～40図 )

調査区は箱作今池遺跡の北西部に位

置し、過去に調査した072区と同じ敷

地内に所在する。

調査は調査区の南部に3.Om× 1.7m

の1ト レンチと中央部に2.7m× 1.8m

の2ト レンチを設定し実施 した。

ヽ

ヽ
一一一 ヽ

4 00m

2ト レンチ 北側断面図

三ヽ≡三≡三三三三三三三正三三三三正三三三正三三三三三三三≡三三三づ
く
＼3

5

:冦妄落色土
會電否獣藉査尾竺

土混)

第40図  箱作今池遺跡10-1区  トレンチ断面図
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第38図  箱作今池遺跡調査区位置図

2ト レンチ

□

1ト レンチ



基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層橙灰褐色土、第4層淡茶色粘土混じりの暗灰

色土、第5層黄灰褐色粘上の地山である。地山は盛土上面から1.10mの深さで検出した。2

トレンチでは第3層は存在 しなかつた。

遺物は各 トレンチの第4層から瓦器、土師質土器が出土したが、図化できるものはなか

った。中世期の包含層と思われる。

07-2区の調査では地山面で幅1.50m、 深 さ0。 20mの 中世期の溝を検出したが、今回の調

査では遺構は検出されなかつた。

¬O-2区 (第38・ 41～43図 )

調査区は箱作今池遺跡の北部に位置し、

現在の海岸線から約 100m南 に位置する。

調査区の南側に近接する90-8区では、遺構

は検出されなかつたものの、中世期の遺物

包含層を確認 している。

調査は調査区の北部に2.5m× 1.2mの ト

レンチを設定し実施 した。

基本層序は第 1層盛土、第2層淡灰橙色粘

質土、第3層淡灰色土、第4層淡褐灰色土、

第 5層淡黄灰色土、第6層明灰黄色上の地

山である。地山は盛土上面から0,70mの深

さで検出した。

遺物は第3層から須恵器、黒色土器、

瓦器、土師質土器、土師質蛸壺、製塩

土器、第4層から須恵器、瓦器、土師質

土器、土師質蛸壺、第5層から須恵器、

黒色土器、土師質土器が出土した。い

ずれも中世期の包含層 と思われる。 1は

須恵器の壺底部で、7世紀のもので、第

3層から出土した。2は瓦器椀で14世紀の

もので第4層から出土した。

遺構は検出されなかった。

第41図  箱作今池遺跡10-2区  トレンチ位置図

1盛土

:険優雹呈粘質
±        9        1甲

4淡褐灰色土
5淡黄灰色土
6地山:明灰黄色土

第42図  箱作今池遺跡10-2区  トレンチ南側断面図

lゝ                                 m

第43図  箱作今池遺跡10-2区 出土遺物

＝
――

十

＋

―
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第 9節 尾崎範囲外

09-1区 (第44～46図 )

調査区は、南海本線尾崎駅から西へ約 130mの地点に位置する。

周辺には北へ約200mで尾崎清水遺跡が、西へ約 170mで黒田北遺

跡が所在する。当調査区は遺跡の範囲外であるが、当地域での埋

蔵文化財関連の情報が乏 しく、その状況を把握すべく調査が必要

であると判断した。

調査は7.8m× 1,Omの トレンチを設定して行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層耕作土、第3層地山土が混じる灰 白

色粘質土、第4層淡黄灰色粘質上の地山である。地山は盛土上面か

ら1.38mの深さで検出した。

遺物は出土せず、遺構も検出されなかつた。

第45図  尾崎範囲外09-1区  トレンチ位置図
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第44図  尾崎範囲外調査区位置図
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第46図 尾崎範囲外09-1区
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第 10節 鳥取中範囲外

10-1区 (第47・ 48図 )

調査区は、阪南市の東部に位置する。周

辺には北へ約200mで水附遺跡 と室堂遺跡、

東へ約250mで向出遺跡、西へ約200mで正方

寺遺跡、南へ約400mで西畑遺跡が所在する。

当調査区は遺跡の範囲外であるが、当地域

での埋蔵文化財関連の情報が乏しく、その

状況を把握すべく調査が必要であると判断

した。

調査は調査区内に5ヶ所の トレンチを設

定し、全体で21.75だの調査を行った。

基本層序は第 1層盛土、第2層褐黄色礫混

粘質土の地山である。地山は盛土上面から

0。 70～ 1,00mの深さで検出した。

いずれの トレンチからも遺構は検出され

ず、遺物も出土しなかった。

珀

第47図  鳥取中範囲外調査区位置図

5ト レンチ

1ト レンチ

4出 チ   3卜

杵ョ

チ

2ト レンチ
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第48図 鳥取中範囲外10-1区  トレンチ位置図
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コー ド ゴヒ  糸革 東 経
調査期 間

調査面積

市町村番号 遺跡番号
V「J坐土//Th墜Ч

う   ち  は  た
内 畑

しもいで

下 出 27232 40 34 21 20 20100310・ 0311 7.30 個人住宅

し も い で き た

下   出  北
しもいで

下出 27232 41 34 21 11 20100124・ 0125 4.05 個人住宅

し も い で き た

下  出  北
しもヤ`で

下出 27232 41 20101108, 1109 4.16 個人住宅

け

ヽ
ノ坤剤川叡味概

いしだ

石 田 27232 20 34 20 38 45 20100621ハV1012 50.39 店舗

じんこうじはすいけ

神光寺 (蓮池 )
ヤ` しだ

石 田 27232 20 34 20 30 20101102～ 1104 3.25 建売住宅

む     か     V｀     で

向 出

じねんだ

自然 田 27232 刀
仕 20101013・  1014 5.44 個人住宅

こ う だ み な み

高  田  南
じねんだ

自然 田 27232 46 34 20 36 20100324ハΨ0331 38.90 個人住宅

こ う だ み な み

高  田  南
じねんだ

自然 田 27232 46 34 20 37 20100616,0617 3.75 個人住宅

こ う だ み な み

高  田  南
じねんだ

自然 田 27232 46 34 20 37 44 20100922ハΨ1008 54.24 個人住宅

じ ね ん だ

自 然 田

じねんだ

自然 田 27232 34 20 16 20100122ハΨ0125 8.80 個人住宅

じ ね ん だ

自 然 田

じねんだ

自然 田 27232 34 20 20 20100803・ 0804 4.20 個人住宅

じ ね ん だ

自 然 田
だ
田
崩
然
じ
凸日

27232 34 20 18 20101216-1220 10,76 宅地開発

と つ と り み な み

鳥  取  南
とつとり

鳥取 27232 34 20 54 201CD811・ 0812 18. 宅地開発

と つ と り み な み

鳥  取  南
とつとり

鳥取 27232 34 20 54 14 20100927・ 0928 6.00 個人住宅

対
池
峰
今

つく
作
雌
箱

はこつくり

箱作 27232 34 20 23 20100419・ 0420 9.96 個人住宅

サ
池囃ハ「

家
作
雌
箱

はこつくり

箱作 27232 34 20 22 20100601 ・ 0602 3.00 個人住宅

沖
外
い
囲磁範

き
崎ド尾

おざきちょう

尾崎町 27232 34 21 28 20100208 7.80 共同住宅

とつとりなかはんいがい

鳥取 中範 囲外
とつとりなか

鳥取中 27232 34 20 51 20100720ハV0727 21.75 宅地開発
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所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

内 畑 散布地 近世期 土坑 土師器、土師質土器、白磁、近世瓦

下 出
レ
し 散布地 中世期～近世刃 土師器、須恵器、黒色土器、土師質土器

下  出  北 散布地 中世期～近世井 落ち込み 瓦器、土師質土器、陶器、磁器

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、
散布地、
その他の墓

中世期 土坑、溝
弥生土器、須恵器、黒色土器、瓦器、
土師質土器、瓦質土器、中世瓦、陶器、
磁器、青磁、スサ入り焼土塊

神光寺 (蓮池 )
寺院跡、
散布地、
その他の墓

中世期 中世瓦

向 出 散布地 中世期

一局 田 南 散布地 中世期 土師器、瓦器、土師質土器

一局 田 南 散布地 不 粥 瓦器

一局 田 南 散布地 中世期 ピット
縄文土器、弥生土器、須恵器、黒色土器、

瓦器、土師質土器、白磁、中世瓦

自 然 田 散布地 近世期以降 磁 器

自 然 田 散布地 近世期 須恵器、瓦器、土師質土器、瓦質土器

自 然 田 散布地 不 明

鳥  取  南 散布地 不明
土師質土器、瓦質土器、陶器、磁器、

近世瓦

鳥  取  南 散布地 不 明

箱 作 今 池
散布地、

生産集落
中世期 瓦器、土師質土器

箱 作 今 池
散布地、
生産集落

中世期
須恵器、黒色土器、瓦器、土師質土器、

土師質蛸壺、製塩土器

尾 崎 範 囲 外 不 明

鳥取中範囲外 不 明
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１

内畑遺跡09-1区

Iト レンチ全景 (北より)

内畑遺跡09-1区

2ト レンチ土坑2(西 より)

下出北遺跡09-1区

トレンチ全景 (北より)

■ ,■■●: ■f
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■
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図
版

２

下出北遺跡10-1区

トレンチ全景 (南より)

神光寺 (蓮池)遺跡10-1区
1ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (連池)遺跡10-1区
2ト レンチ全景 (南より)



図

版

３

神光寺 (道池)遺跡10-1区

3ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (道池)遺跡10-1区

4ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (蓮池)遺跡10-1区

5ト レンチ全景 (南より)
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４

神光寺 (連池)遺跡10-1区

6ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (連池)遺跡10-1区

7ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (連池)遺跡101区
8ト レンチ全景 (南より)
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螂

神光寺 (連池)遺跡10-1区
9ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (蓮池)遺跡101区
10ト レンチ全景 (南より)

神光寺 (連池)遺跡102区
トレンチ全景 (南より)
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６

向出遺跡10-1区

トレンチ全景 (東より)

高田南遺跡09-4区
1ト レンチ全景 (南より)

高田南遺跡09-4区
2・ 3ト レンチ全景 (南より)
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７

高田南遺跡09-4区

4ト レンチ全景 (南より)

高田南遺跡09-4区

5ト レンチ全景 (南より)

高田南遺跡09-4区

6ト レンチ全景 (東より)
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麗

高田南遺跡09-4区

7ト レンチ全景 (東より)

高田南遺跡10-1区

トレンチ全景 (南より)

高田南遺跡10-2区

トレンチ全景 (東より)
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高田南遺跡10-2区

2ト レンチ全景 (西より)

高田南遺跡10-2区

3ト レンチ全景 (南より)

高田南遺跡10-2区

4ト レンチ全景 (西より)

・、
　
　
　
　
「”■
　
ヽ

ムЧ
卜
～
一糧

′
　

卜
　

，
ヽ
Ｗ

．
　

‐
一

韓
　
脅
■
神
騨
ｉ
Ｊ
魯
器
一



図
版
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高田南遺跡10-2区

5ト レンチ全景 (南より)

高田南遺跡102区
6ト レンチ全景 (西より)

高田南遺跡102区
7ト レンチ全景 (西より)
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高田南遺跡102区
8ト レンチ全景 (西より)

高田南遺跡10-2区

9ト レンチ全景 (西より)

自然田遺跡09-2区

1ト レンチ全景 (西より)
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１２

自然田遺跡09-2区

2ト レンチ全景 (南より)

自然田遺跡10-1区

トレンチ全景 (南より)

自然田遺跡10-2区
1ト レンチ全景 (東より)
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自然田遺跡10-2区

2ト レンチ全景 (南より)

自然田遺跡10-2区
3ト レンチ全景 (北より)

自然田遺跡10-2区

4ト レンチ全景 (北より)
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亀
酵

鳥取南遺跡10-1区

1ト レンチ全景 (東より)

鳥取南遺跡10-1区
2ト レンチ全景 (東より)

鳥取南遺跡10-1区

3ト レンチ全景 (東より)
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鳥取南遺跡10-1区

4ト レンチ全景 (北より)

鳥取南遺跡10-2区

トレンチ全景 (西より)

箱作今池遺跡10-1区
Iト レンチ全景 (東より)
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箱作今池遺跡10-1区
2ト レンチ全景 (東より)

箱作今池遺跡10-2区

トレンチ全景 (西より)

尾崎範囲外09-1区

トレンチ全景 (西より)
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▼鳥取中範囲外10-1区

1ト レンチ全景 (南より)

鳥取中範囲外10-1区

2ト レンチ全景 (北より)

鳥取中範囲外10-1区

3ト レンチ全景 (南より)
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鳥取中範囲外10-1区

4ト レンチ全景 (東より)

鳥取中範囲外10-1区

5ト レンチ全景 (南より)
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内畑遺跡09-1区 出土遺物 高田南遺跡09-4区 出土遺物

高田南遺跡10-2区  出土遺物

高田南遺跡10-2区 出土遺物 箱作今池遺跡10-2区  出土遺物
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